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第３４回教育研究評議会議事録 

 

Ⅰ 日 時 平成１８年１０月１９日（木） １４時００分～１５時０５分 

 

Ⅱ 会 場 ５階大会議室 

 

Ⅲ 出席者 議   長  岩崎学長 

評 議 員  工藤、瀧田、泉、腰塚、吉武、山口、高橋、波多野、江口、水林、 

井上、高松、中山（伸）、山田、林、海老原、野村、西川、石井、 

植松、板野、太田、岡本、辻中、長澤、守屋、KAISER 

      代理出席   田中二郎、浦山修、梅村雅之 

 

Ⅳ 配付資料 

 

第３３回教育研究評議会議事録（案）----------------------------------[審議資料１－１] 

臨時教育研究評議会議事録（案）--------------------------------------[審議資料１－２] 

「学群改組に伴う入学者選抜等について」（案）の概要 ----------------- [審議資料２] 

入学試験の実施における対応について（案） -------------------------- [審議資料３] 

平成１９年度学年暦（案）------------------------------------------ [審議資料４] 

平成１７年度に係る業務の実績に関する評価結果を踏まえた 

対応方針等について---------------------------------------------- [報告資料１] 

平成１８年度ロケット･スタート支援の採択及び配分について-------------[報告資料２] 

本学における知的財産権の実施又は処分により得た収入の取扱いについて [報告資料３] 

筑波大学環境報告書ワークショップ 

－テーマ、筑波大学の環境問題を考える－ -------------------------- [報告資料４] 

平成１８年度第５回「生活環境意識調査」実施にあたっての協力依頼 ---- [報告資料５] 

学群･学類改組に伴う建物名称について ------------------------------- [報告資料６] 

  各組織における定時退勤日の設定について------------------------------[席上配付資料] 

 

Ⅴ 議事 

 

  議事に先立ち、岩崎学長から、本学の特色を活かし国際的な存在感を高めること、本学の

将来像である２０２０ビジョンとそれを実現するための戦略を学内外へ公表すること及びト

ップダウンとボトムアップのバランスを取りながら情報の共有化を促進し、ロードマップを

示しながら中期計画の完遂に務めること等の再任に当たっての所信が述べられ、全学内構成

員の力を結集して本学を更に発展させていきたいので、協力願いたい旨の要請があった。 

 

〔審 議〕 

１ 第３３回・臨時教育研究評議会議事録の確認について 

第３３回教育研究評議会議事録（案）及び臨時教育研究評議会議事録（案）は原案どお

り了承された。 

 

２ 学群改組に伴う入学者選抜等について 

工藤理事から、審議資料２に基づき、平成１９年度学群改組に伴う入学候補者の決定に

係る取扱いの概要について説明があった。 

引き続き、平成１９年度大学入試センター試験及び個別学力検査等の実施体制について

説明があり、両案は原案どおり了承された。 

特に、平成１９年度大学入試センター試験実施体制については、筑波技術大学の同試験

導入により、同大学から試験監督員、本部要員として本学へ派遣されることとなる教職員

を医学専門学群棟試験場本部に配置することとなった旨の説明があった。 
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 ３ 入学試験の実施における対応について 

   工藤理事から、審議資料３に基づき、入学試験における教員の監督員等の選出について、

今年度は、学年暦の変更が不可能なので、休日の振替が可能な者の選出を徹底することと

し、次年度以降は、振替可能な者の選出の徹底と併せて、試験日の前後に新たな休業日を

設けることとする旨説明があり、原案どおり了承された。 

 

 ４ 平成１９年度学年暦について 

   工藤理事から、審議資料４に基づき、平成１９年度学年暦案について説明があり、原案

どおり了承された。 

 
〔報 告〕 

１ 平成１７年度に係る業務の実績に関する評価結果を踏まえた対応方針等について 

   吉武理事から、報告資料１に基づき、国立大学法人評価委員会から、平成１７年度に係

る業務の実績に関する評価結果が正式に通知された旨及び同評価結果の概要について報告

があった。 

次いで、同評価結果を踏まえた本学の対応及び中期計画に掲げた施策の確実な達成に向

けた課題について説明があった。 

 

２ 平成１８年度ロケット・スタート支援の採択及び配分について 

   瀧田理事から、報告資料２に基づき、本年度の採択件数、採択課題及び配分額等につい

て報告があり、併せて、本件が了承された１０月５日開催の第２１回運営会議において、

本支援制度の趣旨及びガイドラインを募集時に明示すべきとの意見があり、来年度に向け

検討することとなった旨説明があった。 

 

 ３ 本学における知的財産権の実施又は処分により得た収入の取扱いについて 

瀧田理事から、報告資料３に基づき、１０月１２日開催の第２２回運営会議で了承され

た本件のこれまでの検討経緯及び概要等について報告があった。 

なお、本件に関連して、収入から出願経費及び実施補償金を控除した額の学内配分のあ

り方について意見交換があった。 

  

４ 筑波大学環境報告書ワークショップの開催について 

腰塚理事から、報告資料４に基づき、同ワーショップの概要について報告があり、併せ

て、教職員の参加依頼があった。 

 

 ５ 平成１８年度第５回「生活環境意識調査」実施にあたっての協力依頼 

   腰塚理事から、報告資料５に基づき、本調査の趣旨及び概要について報告があり、併せ

て、教職員への協力依頼があった。 

 

 ６ 学群・学類改組に伴う建物名称について 

泉理事から、報告資料６に基づき、９月２８日開催の第２０回運営会議において了承さ

れた改組後の建物名称及び今後のスケジュール等について報告があった。 

なお、建物名称が研究科組織と一致していない一部学系棟等については、施設委員会に

おいて引き続き建物名称を検討することとなっている旨説明があった。 

 

 ７ 各組織における定時退勤日の設定について 

   組織･人事部長から、席上配付資料に基づき、定時退勤日設定の趣旨及び各組織の設定状

況について報告があり、併せて、評議員に対して各部局の教員への周知及び協力依頼があ

った。 

 

次回日程 １１月１６日（木）１４：００～ ５階大会議室 

以  上 


